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　ガ ン マ 10 では プラ グ部 に おけ る 電子 加熱 の 増 強計画 を進め て い る。こ の 目的 は，（1 ）高電 力加 熱 に よ り閉 じ込め 電位の 達 成値 を更新 する こ と，

（2 ）広範囲 な 電位領域 に おい て 電位形 成物理の 解明をすすめる こ と，　 （3 ）径 方向の 電位 勾配の制御 性 を向上 し，径方 向電場 の 閉 じ 込 め へ の 効果 を調

べ る こ と等 である。今 年度 は先ず，既設 の 28GH ，　 TEO2 モ ード，定格出 力 200 　kW ジャ イ ロ トロ ンの 高 電力化実験 を開始 した。こ のた め ，ビーム 電流

を定格値 （8A ）を越 えて 流せ るよ うに電源 を改 造 し，ジャ イロ トロ ン 単体の高出力化 試験を行 っ た。図1 に その 結果 を示す。ビ
ーム 電 流の 増 大に よ り最

大 280kW の 出力 を得 た。ただ し ，ビ
ー

ム電流が 10A を越 えると，ピッ チ フ ァ クタ
ーの 低 下に よ ると 思われ る 出 力 の 飽 和傾向 が見 られ る。さ らに ピー厶

電流を上 げると発振が不安定に な る。安定 発振領域 で は 260kW 程 度の 出 力が得 られ た。これ を プラ グ部 の 電子 加 熱実験 に 適用 した。

　 実験 で は ，ガ ンマ 10 に お け る主 要 な 二 つ の 運 転 モ
ー

ドの
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一
つ である高 イオ ン 温度 モ

ー
ドにお いて，最 大 220kW をプ

ラ グ部 に 入射 し，イオ ン 閉 じ込め電位 ／ kV を得 た。図 2 に

その 結果を示す。図中の 上 向き三 角印は プラ グ電位，丸印 は

中央部 電位，下向 き三 角 印は エ ン ドプ レート電位で ある 。黒

塗 り記号が最近 の高電 力加 熱実験，白抜 き記号 が これ までの

実験結 果に 対応 し て い る。入射電力 に 対す る電位の 変 化は，
これ まで の 傾向に

一
致 し，入射電力に ほ ぼ比例 して プラグ電

位 が 上 昇 する 。220kW 入 射 で イ オ ン閉 じ込 め 電位が 1kV

に 達 した。今後 さらに 入射電 力を上 げ，イオン閉 じ込 め電位

の 上 昇 を目指す。また，ガ ン マ 10 の も う
一

つ の 運転 モ ード

で あ る，比較的 密度 は低 い が 高 い電 位が 形成 され るモ ードに

お いて も高電 力入 射実験 を行い 、高 電位形成実験 を進めて い

る。講演で は ，両モ ードで の 電位の 入 射電力依存性，さらに

高電 力を入射 した と きの 変化 等 を示 す 。
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図 1　 ジャ イ ロ トロ ン の 出力特 性 図 2　電位 の 加 熱電 力依 存性
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　　カス プ型直接エ ネル ギー変換小型実験装置の数値解析に おける偏極 ドリフ トの 導入効果

　　　The　lnfluence　ofthe 　Polarization　Drift　for　Numerical　Analyses　of 　the　Small−Scale　Experimental　Device　ofCusp 　DEC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　根本　忠明
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　D−iHe 核融合 は、反応に よっ て 発生す る粒子が荷電粒子で あるこ とか ら、直接エ ネ ルギー
変換装置 （DEC ）に よる発電 が 期待 さ れ て お り、

DEC 内の磁場や回 収電極位置の 設計が荷電粒子軌道の 数値解析 に よ っ て進 め られ て い る。一方、磁場に よる荷電分離の 原理検証 が カ ス プ型直

接エ ネル ギー変換小型実験装置 （図 1） に よ っ て な され て い る。本論文の 目 的は、小型実験装置 の時間依存 2次元数値 解析を行 い、実 験結果

と比較 して 物理モ デ ル 改善の ため に 導入 し た偏 極 ド リフ トの 影響 を 調 べ る こ とで ある。
　偏極 ドリフ トを 考慮 しな い 場 舎、数 値解 析で は 電 子 の軌道は 磁力線か らに 完全 に 沿い 、すべ て が ラ イ ン カ ス プに達す る （図 2）。しか し、小

型実験装置に よ る実験で は、磁力線を 横切 っ てポイ ン トカス プに到達する 電子が存在す る とい う結果が 得 られ て い る。こ れ は 自発 電界が 磁場

に 対 して 大き い ため と考え られ る 。

偏極 ドリフ トを考慮 した 物 理 モ デル に よ る数 値 解 析 結 果 で は、自発電界の 影響 を受 けポイ ン トカ ス プに到 達する電 子を模擬で きた （図 3）。
z 軸上 の電 位 は 偏極 ド リフ トを 考慮 しな い とき に比 して 半減 し、イオン の プロ

ー
ブへ の到 達 率 が 上 昇 した。こ の こ とか ら、イ オ ン の 軌道 に 関

して も実験結果に 近 くな っ た と考え られ る。しか し、電子 の 軌道は 乱れて 振動 して お り、さ らに ラ イ ンカ ス プに 到達す る電 子が減少 し て い たu．
これ は、本 来影響力が小 さい は ずの偏極 ドリフ トが、案内中心 の 移動速度 に 対 して大 きか っ た た め と考 え られ る。
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図 1，小型 実 験 装置断 面 図
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　図2、電 子 の 軌道 （偏極 ドリフ トなし）
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図 3，電子 の 軌 道　（偏 極 ドリフ ト考慮）
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